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3
月
7
日
（
木
）
、
前
日
ま
で
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う

に
ピ
タ
っ
と
や
み
、
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
す
が
涼
し

い
風
が
心
地
良
い
中
、
第
二
団
地
子
育
て
サ
ロ
ン
の

お
別
れ
遠
足
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

8
組
の
親
子
が
参
加
し
、
サ
ポ
l
タ
ー
さ
ん
と
職

員
を
含
め
、
回
人
で
い
ち
ご
狩
り
ヘ
出
発
で
す
。

初
め
て
パ
ス
に
乗
る
子
も
多
く
、
行
き
の
バ
ス
の

中
で
は
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
窓
の
外
を
見
渡
し
た
り
、

前
の
席
の
お
友
達
に
「
遊
ぼ
う
よ
1
」
と
笑
い
か
け

た
り
と
、
キ
ヤ
ツ
キ
ャ
と
は
し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

糸
満
市
の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
に
到
着
し
、
中
へ
入
る

と
、
い
ち
ご
の
甘
い
香
り
が
広
い
ハ
ウ
ス
い
っ
ぱ
い

に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
達
は
「
甘
く
て

美
味
し
い
日
」
「
l
年
分
食
べ
た
ね
H
」
と
、
会
話
も

弾
み
、
楽
し
そ
う
で
す
。そ
の
と
な
り
で
は
、
子
供
た

ち
が
い
ち
ご
を
上
手
に
も
ぎ
り
、
た
く
さ
ん
食
べ
て

い
た
り
、
階
段
や
ス
ロ
ー
プ
で
遊
び
始
め
た
り
：
・と

自
由
に
過
ご
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
伺
分
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
平
和
記
念
公
園
へ
移
動
し
遊
具
で
お

も
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
た
。

お
昼
に
は
大
き
な
ブ
ル

l
シ
l
ト
を
敷
き
、
皆
で

お
弁
当
を
広
げ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
、

1
年
間
一
緒

に
サ
ロ
ン
で
過
ご
し
て
き
た
お
母
さ
ん
達
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
職
場
復
帰
す
る
お
母
さ
ん
達
や
保

育
園
が
決
ま
り
サ
ロ
ン
を
卒
業
す
る
親
子
も
多
い

の
で
、
最
後
に
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
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平成30年度子育てサポート養成講座閉講式

3月16日（土）『子育てサポート養成講座jの開講式が行なわれました。
本講座は、平成31年3月5日、8日、9日、 14日、 16日の5日間（合計27時間）実施され、子育て支援に必要な基礎
的知識・技術を習得し、保育サービスを提供できる人材を養成します。

今回は、22人中14人の受講生に前川義美社協会長より修了証を授与し、全行程受講された8人に女性労働協会

より修了証の交付が行われました。

ほとんどの受講生が南風原町ファミリーサポートセンターのサポート会員として登録され、今後の活躍が期待され

ます。今年度は、来年2月に開講を予定しています。

ー』色
、準え 、

。 ｜安心、安全なおもちゃ選びの大切さも学
び、子どもの目線の高さからまわりの状
況を見ることの大切さがわかりました。

不慮の事故も防げることを学んだ。また
救急法（応急手当など）を実践指導して
もらい、とても良く理解できました。

子どもがいても、無理なく自分のぺース
でサポート活動できるのは、魅力的だと
思いました。

（第1回シニアライフアップ講座「学び、ていあJが開催されました！ ）
2月8日（金）に東新川にある介護老人福祉施設 「嬉の里jでシニ
アライフアップ講座f学び、ていあJが開催されました。
「学びていあJは嬉の里、嬉野
の園やサマリヤ人病院を中心に

南風原町社会福祉協議会も加わ

った 「専門職連携ネットワークは

えるんJの企画運営で開催され
ました。

当日は、地域で高齢者サロンのボランティアをされている12人が参加され、
ぐ 専門職による笑いヨガ、口腔体操、コーヒーの健康講話など、学びと互いの情報
交換やランチで地域ボランティア同士の交流を大いに楽しんでいました。

参加者からは「非常に勉強になったサロンで取り入れたいJや「もっと地域で
こういった講座を行ってほししリなどの意見が出ていました。

専門職連携ネットワークはえるん会長鏡平名勝氏（嬉の里） は「今回「学びて

いあJが成功できてよかった。今後は専門職の仲間を増やし、どんどん地域に学
びと楽しみを届けたいJと語っていました。
今後も専門職連携ネットワークはえるんの活動にご期待下さい！

笑いヨガで、ワッハッハ！

みんなでランチタイム

l f j J子氏いI:;::J ~~· 11りよけ也川と穴1こ’' 

－覆璽璽盟量産量－霊童．
＠博愛病院

CB：：宜野座ビル管理
代表取締役伊芸 美香

〒901-1112：南風原町字本部461番 地ー55
TEL: (098) 889-6488 
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発達障書・不安・うつ
物忘れ・睡眠・介臨の相餓
アルコールに関する相殴

。デイサービスセンターはくあい
南風原町新川485・1 TEL(098)889-4830 
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． 
2019年児童福祉週間（5月5日～11日）

標語也管護路一ι ム；三一． 
－ 

． 作：吉村 唯（よしむらゆい）さん 14歳

子育てについて社会全体で考えること、また、子どもの健やかな成長について社会的な喚起を図ることを目的に、

昭和22年より、毎年5月5白の「こどもの日jから1週間をI児童福祉週間Jと定めて、児童福祉の理念の普及 ・啓発
のため各種事業及び、行事を行っています。

開 童福祉の理念 ：児童福祉法第1条］

すべての国民は、児童カカb身ともに健やかに生まれ、且つ、育成されるよう努めなければならない

・・・・・・・E玄室市琵翠E・・・・・・
( 1 ）児童福祉の理念の普及
(2）家庭における親子のふれあい促進

(3）地域における児童健全育成活動の促進

(4）児童虐待への適切な対応

(5）母と子の健康づくり促進

(6）多横化する保育需要への対応

(7）障害のある子ども等に対する理解の促進

［ ＊児童福祉週間・月間の趣旨の周知を図る取り組み ］ 

毎年、園児をはじめ、民生

委員・児童委員など関係者

が参加して開催されており、

イベン卜をとおして児童福祉

週間（月間）の趣旨の周知を

図り、兜童福祉の向上を図る

ことを目的に実施しています。

〈

＊ラ育て支援の取り組み ］ 

＊：予育てサロン＊
公民館などを拠点に子育て中

の親子が参加して、親同士、子供

同士の交流を深め、安心して子育

てできる地域づくりを目的とし

た取り組みです。現在、与郡覇、

新川、兼城、照屋、第二団地、ちむ

ぐくる館の6か所で実施していま
す。

＊ファミリーサポートセンター事業＊
子育ての支援を受けたい方（おねがい会員）と子育てのお手伝いができる方（サポ

ート会員）がセンターに登録して子どもを預けたい時にセンターをとおしてサービス

を利用する仕組みで、登録会員による相互援助活動による子育てサービスです。

（古どんな時に利用できるの？ ）

預かることのできる子どもは生後 6
か月から小学6年生までを対象として
おり、保育園のお迎えやお迎え後の預

かり、保育園登園前の預かりと保育園

まで送り届ける、保護者の急な用事の

ための外出時の預かり、習いごとの送

り迎えなどL 時預かりとして利用する

ことができます。

(._ 

座
－－
講成獲t卜ポサて育子

・問い合わせ：南風原町社会福祉協議会 TEL( 0 9 8 ) 8 8 9-3 2 1 3 

ゆ 社会福祉法人 千尋会
介護に関することなど
お気軽にご相談下さい。

「一－－｛！亙亘
－ 介護老人福~施後娼の霊
－娼の霊 ショートステイ
・娼の里 デイザーピス
唱の豊崎揖宅介謹支援事業所
・特定有刺老人ノホーム むコゆ重量
－委庇.業（南風原町社協委託）
. J8食サービス

ー短時間パート募集中一

「嬉の里」
・・・・・・・・・・•:oヨ圃益田園包・・・・・・・・

沖縄県南風原町字新川 538番地
TEL (098) 888・0591
FA×（098) 889-8420 

（ 介護支援センヲー とき ｜ 
住み慣れた地域で、自分らしく普通に安全で安心して暮らせるお手伝い

をさせてください．

＊デイサービス
O営業日・時間
月～土、祝祭日も営業（8:30～17 : 30) 

O休業日 I I 「ー~－o ン 1 蝿I I 1－ーー「”言I IH 
日曜日、旧盆、年末年始（12/31～1/3) ｜も-1_ .，. ~ .. I 1・セ前

I ・－ー干－』!C'7ン~色・ 1 ン園

女住宅型有料老人ホーム｛小規横｝ ｜' 両面Fι十T
南風原町字宮平426番地19（北丘ハイツ内） TEし（098)888-0515 

ホームページ： toki-kaigo.com



第206号（4)

平
成
到
年
度
社
協
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
3
月
円
日
の
理
事
会

を
経
て
、幻
自
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も

「支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
及
び
「
障
が
い
者
相
談

事
業
」
に
お
い
て
、
各
小
学
校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
ー

ヵ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
、
「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
」
、

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業」
、
「
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
」
と
連
携
し
、

地
域
住
民
、が
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を
築
き
、
住
民
主
体
の
地
域
福

祉
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
が
市
町
村
型
に

移
行
さ
れ
る
に
伴
い
、
今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
本
会
自
主
事
業
で
あ
る
「
日
常
的
金
銭
管
理
支
援
事

業
」
と
の
連
携
に
よ
り
、
利
用
者
、が
安
心
し
て
在
宅
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

はえばる社協だより

本
会
は
、
創
設
以
来
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
地
域
で
守
り
、
高
め

て
い
く
役
割
を
担
い
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
民

の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
公
的

福
祉
の
充
実
を
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

・
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
に
お
け
る
国
の
社
会
福
祉

関
係
の
主
な
動
向
は
、
社
会
福
祉
法

の
改
正
に
と
も
な
う
、
経
営
組
織
の

ガ
パ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
は
じ
め
事

業
運
営
の
透
明
性
の
向
よ
、
財
務
規

律
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
責
務
等

令和元年5月lEl 

を
大
き
な
柱
と
し
た
社
会
福
祉
法

人
制
度
の
改
革
、
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
一
億
総
活
聾
ノ
ラ
ン
に
某
吋
つ

い
た
地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
目

指
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
社
会
福
祉
を
取

り
巻
く
背
景
に
は
、
少
子
・
高
齢
社

会
、
単
身
世
帯
の
増
加
を
は
じ
め
、

家
族
機
能
の
低
下
や
住
民
相
互
の

つ
な
が
り

・
鮮
の
希
薄
化
な
ど
に

よ
る
社
会
的
孤
立
、
虐
待
、
生
活
困

窮
者
の
増
加
と
い
っ
た
福
祉
課
題
・

生
活
課
題
は
複
雑

・
多
様
化
し
深

刻
化
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
急
速
な
都
市

化
に
よ
る
人
口
・

世
帯
数
、
が
増
加

す
る
一
方
で
字
・
自
治
会
、
地
域
組

織
へ
の
加
入
率
の
低
下
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お

け
る
関
係
性
の
希
薄
化
は
、
地
縁
組

(, 

織
活
動
や
住
民
相
互
の
助
け
合
い

活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題

・
生

活
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
平
成

引
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
二
次

地
域
福
祉
推
進
計
画
で
示
さ
れ
た

「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
福

祉
の
ま
ち
南
風
原
」
の
実
現
に
向
け

社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業

・
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
主

な
事
業

・
活
動
と
し
て
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
「支
え
あ
う
ま
ち
前
つ
く
り

事
業
」
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

「
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
（
旧
名
称
一

子
ど
も
等
貧
困
対
策
支
援
事
業
こ

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
制
度

で
は
対
応
し
に
く
い
課
題
解
決
に

向
け
、
開
拓
性

・
先
駆
性

・
創
造
性

の
原
点
に
立
ち
帰
り
、
町
民
の
あ
ら

ゆ
る
生
活
課
題
を
受
け
止
め
、
他
機

関
と
の
連
携
、
部
門
間
を
横
断
し
て

解
決
を
め
ざ
す
総
合
相
談

・
生
活

支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
、
社
協
が

使
命
と
し
て
き
た
地
域
福
祉
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
主
俺
か

多
様
化
す
る
な
か
、
本
会
は
、
公
共

性
・
公
益
性
と
民
間
性
を
併
せ
持

つ
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す

る
中
核
組
織
と
し
て
、
争
日
埋
に
深
刻

化
し
て
い
る
社
会
的
孤
立
な
ど
制

度
の
は
ざ
間
の
問
題
に
、
町
民
、
他

機
関
協
働
に
よ
る
総
合
的
・
包
括

的
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

課
題
解
決
に
向
け
、
中
心
的
役
割
を

担
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
一
人

ひ
と
り
を
福
祉
を
切
り
拓
く
主
体

者
と
位
置
づ
け
、
常
に
住
民
主
体
の

理
念
に
基
吋
っ
き
、
町
民
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
地
域
全
体
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
み
ん
な
で
考
え
、

話
し
合
い
、
気
づ
き

・
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
住
民
主
体
の
地
域
福

祉
と
そ
の
基
盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
前
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
次

の
重
点
目
標
を
定
め
事
業
・
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

｛
重
点
目
標
｝

－R経
営
体
制
の
強
化

大
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
の
推
進

女
福
祉
教
育
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進

女
総
合
相
談
体
制
及
び
生
活
困
窮

者
支
援
の
充
実

・
強
化

実
社
協
ら
し
い
在
宅
福
祉
サ
l
ビ

ス
の
提
供

女
権
利
擁
護
体
制
の
構
築

・
強
化

実
第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
の

着
実
な
推
進

｛
事
業
計
画
｝

会
務
の
運
営

交
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

交
正
副
会
長
会（
経
営
基
盤
強
化
会

議）
の
開
催

食
監
査
の
実
施

食
評
議
員
・選
任
解
任
委
員
会
の
開
催

。

会
福
祉
基
金
運
営
委
員
会
の
開
催

公
第
二
次
経
宮
基
盤
強
住
計
画
の
策
定

連
絡
調
整
活
動

会
町
内
福
祉
施
設
長
連
絡
会
の
開
催

食
こ
ど
も
課、

保
健
福
祉
課、

国
民

年
金
課
、
学
校
教
育
課
、
生
涯
学

習
文
化
課
、
産
業
振
興
課
、
住
民

環
境
課
、町
内
小
中
学
校
と
の
連

携
強
化

食
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

等
福
祉
団
体
と
の
連
携
強
化

女
区
長

・
自
治
会
長
と
の
連
携
強
化

交
県
社
協
、
南
部
福
祉
事
務
所
と
の

連
携
強
化

カ
介
護
保
険
施
設
、障
が
い
者
施
設、

児
童
福
祉
施
設
、介
護
保
険
事
業

所
、医
療
機
関
等
と
の
連
携
強
化

食
商
工
会
、
観
光
協
会
、
企
業
と
の

連
携
強
化

AMN
P
O等
市
民
活
動
団
体
と
の

連
携
強
化

調
査
研
究
及
び
広
報
・
啓
発
活
動

食
総
務
・

財
政
委
員
会
の
開
催

食
企
画
・
広
報
委
員
会
の
開
催

大
第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
評

価
委
員
会
の
開
催

食
事
業
総
括
会
議
の
開
催

カ
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業
の
実
施

．
社
問
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
開
催

．
社
問
だ
よ
り
「ち
む
ぐ
く
る
」
発
行

大
「
福
祉
の
し
お
り
」
発
行

大
地
域
福
祉
懇
談
会
の
実
施
（5
地
区
）

食
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
の
運
営

女
各
種
福
祉
月
間
・
週
間
に
関
す

る
啓
発
活
動



令和元年5月1日

福
祉
教
育
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

1
．
福
祉
教
育
の
推
進

公
福
祉
教
育
連
絡
会
の
開
催

食
福
祉
教
育
推
進
事
業
助
成

食
教
員
等
の
福
祉
教
育
研
修
会
の
開
催

会
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
実
践
報
告
会
の
開
催

女
福
祉
教
育
研
究
会
の
開
催

会
職
員
に
よ
る
福
祉
出
前
講
座
の
充
実

2
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
聾
成
研
修
の
充
実

食
叩
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

．
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

はえばる社協だより第206号（5)

・
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

3
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基

盤
整
備

女
コ
｜
デ
ィ
ネ
｜
ト
機
能
の
充
実

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
・
更
新

食
登
録
者
の
あ
っ
せ
ん
、
情
報
提
供

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

N
P
O

等
と
の
連
携

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
会
の
開
催

．
新
春
さ
わ
や
か
も
ち
つ
き
大
会
の
開
催

〆
1

・
企
業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

．
N
P
O活
動
の
支
援

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

・
民
間
福
祉
資
金
の
活
用
及
び
情

報
提
供

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進

．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
開
催

4
．
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

機
能
の
充
実

女
防
災
訓
練
へ
の
参
加

5
．
そ
の
他

食
却
時
間
テ
レ
ビ
募
金
活
動
の
協
力

10代のボランティア研修会

低
所
得
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

食
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

食
助
け
合
い
金
庫
貸
付
事
業
の
実
施

会
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
よ
る

年
末
激
励
金
の
支
給

ム
M
米
券
・
商
ロ
凹
券
等
の
支
給
に
よ

る
援
助

食
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
の
実
施

食
フ
ー
ド
パ
ン
ク
の
協
力
に
よ
る

食
料
品
提
供

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

女
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

．
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
の
実
施

．
保
健

・
福
祉
に
関
す
る
総
合
相

談
の
実
施

・
保
健

・
福
祉
情
報
の
収
集
及
び

広
報

・
啓
発

育
介
護
予
防
等
事
業
の
実
施

・
一
般
高
齢
介
護
予
防
通
所
事
業

．
家
族
介
護
者
支
援
事
業

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業

．
軽
度
生
活
援
助
事
業

・
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

交
友
愛
訪
問
事
業

会
高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

育
福
祉
機
器
貸
出
事
業
（
車
い
す
、

介
護
用
ベ
ッ
ド
、シ
ャ
ワ
ー
ベ
ン

チ
、他）

カ
訪
問
介
護
事
業
（
介
護
保
険
事
業
）

食
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
（
介
護
保

険
事
業）

合
介
護
事
業
収
益
の
地
域
還
元
事
業

（送
迎
用
車
両
の
貸
出
）

合
町
敬
老
会
行
事
へ
の
協
力

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
業

女
月
盟
小
ス
タ
ー
－
横
断
幕
の
設
置

食
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
の
実
施

女
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施

・
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

．
子
育
て
講
演
会

・
講
座

．
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
｜
連
絡
会

．
子
育
て
サ
ロ
ン
だ
よ
り
の
発
行

大
南
風
原
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
｜

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

・
会
員
登
録
・
斡
旋

・
サ
ポ
ー
タ
l
養
成
講
座
の
開
催

r
L
 

－
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
養
成
講
座
の
開
催

．
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
だ
よ
り
」
の
発
行

・子
育
て
サ
ポ
ー
ト
チ
ケッ
ト
の
発
行

交
養
育
支
援
訪
問
事
業

会
夏
ま
つ
り
キ
ツ
ズ
パ
ー
ク
への
協
力

兼城子育てサロン

障
が
い
（
児
）
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

公
障
竃
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

（
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

．
居
宅
介
護
事
業

・
重
度
訪
問
介
護
事
業

．
同
行
援
護
事
業

公
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

食
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業

．
基
本
相
談

・
地
域
移
行
支
援

．
地
域
定
着
支
援

交
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施

．
声
の
広
報
等
発
行
事
業

．
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

交
障
が
い
者
社
会
参
加
事
業
の
開
催

食
障
が
い
者
ス
ポ
レ
ク
交
流
事
業
の
開
催

食
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
協
力

女
県
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究

会
へ
の
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
に
関
す
る
事
業

食
就
労
支
援
事
業
（
。
ハ
ソ
コ
ン
教

室
等
の
開
催
）

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
強
化
促
進

交
県
外
研
修
へ
の
派
遣

福
祉
総
合
相
談
事
業
（
ふ
れ
あ
い

福
祉
相
談
室
）
の
実
施

カ
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
室
の
設

置

・
運
営

・
一
般
相
談

．
専
門
相
談
（弁
護
士
・
司
法
書
士
）

公
常
勤
相
談
員
の
配
置

み
H

社
協

・
役
場
相
談
担
当
者
等
連

絡
会
の
開
催

カ
福
祉
情
報
の
収
集

役

・
職
員
の
養
成
訓
練

食
役
員
研
修
会
の
実
施

食
役
職
員
の
県
内
外
研
修
会
へ
の

派
遣

女
職
員
研
修
会

食
新
入
職
員
研
修
会

食
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
｜
研
修

女
自
主
的
勉
強
会
の
奨
励

苦
情
解
決
事
業
の
実
施

食
苦
情
受
付
担
当
者
の
配
置

食
苦
情
解
決
責
任
者
の
配
置

食
第
三
者
委
員
の
配
置

女
第
三
者
委
員
情
報
交
換
会
の
開
催

食
意
見
箱
の
設
置

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等
の
推
進

食
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
の
推
進

カ
日
常
的
金
銭
管
理
支
援
事
業
の
実
施

食
法
人
後
見
等
に
関
す
る
調
査
・

研
究

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

1
．
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

実
施

食
生
活
課
題
の
把
握
と
情
報
共
有

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
｜

力
｜
の
配
置
（
告
小
学
校
区
）

・
福
祉
マ
ッ
プ
前
つ
く
り



第206号（6)

・
見
守
り
活
動
、生
活
支
援
活
動

．
移
動
相
談
所
の
設
置

・
企
業
等
と
の
見
守
り
協
定
の
締
結

中川、，
L
，

1
r
u

・
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

．
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

．
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

．
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
町
更
生
保
護
女
性
会

．
町
赤
土
子
奉
仕
団

・
手
話
サ
ー
ク
ル
「
こ
が
ね
も
り
」

．
音
訳
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

3
．生
活
支
擁
体
制
整
備
事
業
の
実
施

食
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
｜

の
配
置

大
社
会
資
源
開
発
に
向
け
た
活
動

食
第

一
層
協
議
会
（
町
全
体
）
へ
の

参
加
・
協
力

食
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
｜
養
成
講

座
の
開
催

4
．
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
推
進
事
業

〔単位千円〕

8,853 

11,939 

その他の活動収入計（ア） 11.1 so Iその他の活動支出計（8) 20,792 
その他の活動資金収支差額（9)= (7）一（8) ム3,642
予備費支出（ 1 0) 11,426 

当期資金収支差額合計（ 11)=(3)+(6)+(9）一（1 0）ム24,872

前期末支払資金残高（ 1 2) 24,872 

当期末支払資金残高（ 11)+(12) 0 

当年度予算額 218,396 

前年度当初予算額 219,946 

比較増減額 ム 1,550

積立資産支出

サービス区分間繰入金支出

出

羊童三

3.その他の活動による収支
入 ｜ 支

見守りネッワーク協定締結式

5,211 

11,939 

北丘小学校福祉教育

基金積立資産取崩収入

サービス区分間繰入金収入

ム
一A
W
日
円

昌
一E

－n懇
ふ
比

h

A
a守
l

h

，
百
回

．

樹地
、
ッイ、、

，ノ本兼

収

はえばる社協だより

女
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
・
運
宮

・
提
供
会
員
、
依
頼
会
員
の
登
録

あ
っ
せ
ん

2
．
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事

業
の
実
施

食
支
え
あ
い
・
た
す
け
あ
う
地
域

づ
く
り
事
業
の
実
施

・
地
域
情
つ
く
り
推
進
委
員
会
の
設

置

・
運
営

・
福
祉
協
力
員
の
委
嘱
と
活
動
支
援

．
住
民
の
。紳
。
を
深
め
る
事
業
・

活
動
へ
の
支
援

会
住
民
の
交
流
拠
点
整
備
事
業
の

実
施

食
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育

成
事
業
の
実
施

・
福
祉
協
力
員
養
成
講
座
の
開
催

．
地
境
つ
く
り
講
座
の
開
催

・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

141,261 

24,961 

5,942 

5,206 

51 

4,640 

225 

支出

固定資産取得支出 2,500 

ファイナンス・リース債務の 1,392
返済支出

施設整備等収入計（4) o I施設整備等支出計（5)
施般霊備等賞金収支援額（6)=(4）ー（5)

182,286 

.6. 5,912 

3,892 

.6. 3,892 

会買収入 5,180 

寄附金収入 1,753 

経常経費補助金収入 100,046 

受託金収入 45,873 

貸付事業等収入 2,604 

事業収入 328 

介護保険事業収入 14,866 

障害福祉サービス等事業収入 5,545 

受取利息配当金収入 174 

その他の収入 5 

事業活動収入計（1) 176,3741 事業活動支出計（2)

，業活動資金収支差額（3)=(1)ー（2)
－四百一』ー －~＇»，:l理施麗盤雌輝！と叢る収支

入

女
推
進
地
区
の
指
定
と
活
動
支
援

交
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の
開
催

肯
組
織
・
機
能
強
化
に
向
け
た
各

種
取
り
組
み
の
実
施

出

自
己
財
源
の
増
強

食
社
協
会
員
加
入
促
進

人以
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ
の

協
力

大
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
へ

の
協
力

大
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
公
演
等
の

実
施

支

人件費支出

事業資支出

事務質支出

貸付事業支出

分担金支出

助成金支出

負担金支出

各
種
福
祉
団
体
の
支
援

会
各
種
福
祉
団
体
の
育
成
（
事
務
局
）

．
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

．
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

．
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

．
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
町
介
護
者
の
会
「に
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． 

民生委員・児童委員の日 活動強化週間
5月12日～5月18日

毎年5月 12日を「民生委員・児童委員の日jと定め、 I広げよう 地域に根ざした思いやりjをキャッチフ
レーズに民生委員・児童委員の存在について地域の住民や関係機関・団体等に理解を深めていただき、信頼関

係を築いていくことを目的に、全国的に一斉に5月 12日～5月 18Bを「民生委員・児童委員の日 活動強化

週間jと位置付けており、より多くの住民に民生委員・児童委員の活動を知っていただく機会としています。

．清華弓霊園Jl.fi妻宅重量~.;!Iii室副E巨蓄量；，，11・

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱を受け、社会福祉を推進するため活動する地域で身近な相談 ・支援ボ

ランティアです。一定の区域を担当し、支援が必要な住民に対して、必要に応じた福祉サービ、スなど、の情報提供を行う ・
とともに、自らも住民の一員として、地域の福祉活動に参加しながら地域に密着した相談・支援活動に取り組んで、い

ます。

民生委員？－児童委員はどんな活動をしているの？】

－地域住民がかかえる生活上のさまざまな問題について、親身になって相談にのります。

．社会福祉の制度やサービスについて情報提供します。

－地域住民が必要に応じて福祉サービスの提供が受けられるよう行政や

関係機関等と連携し調整 ・支援します0

・高齢者サロンなど地域の公民館（集会所）を利用した地域の福祉活動を

支援します。

－児童や高齢者・障がい者などに対する家庭内における虐待、あるいは不

登校 ・ひきこもりなどの解決を図るため、地域と連携した福祉活動を行

います。

－ひとり暮らし高齢者等の定期的な見守り活動を行います。

－活動をとおして得た問題点や改善策についてとりまとめ、必要に応じて関係機関に意見を提起します。

－~P.~F.亙証耳露霊園・

民生委員 ・児童委員には秘密を守ることが義務付けられています。住民一人ひとりの人権とプライバシーを尊重

し、秘密を保持します。

生活のこと、子育てのこと、福祉サービスに関すること等、困りごとがありましたら、

お気軽に地協の民生委員・児童委員へご相談下さい。

（ 

．ι 
~ 『『司 司 今年は12月に民生委員・児童委員の一斉改選が行われます。今年で退任される委員もおり、担い手が不足 1
’E旺季事・ している地域があります。現在、地域の区長自治会長に協力していただき、推進候補者を探しております。 ： 
： i季震を． 些竺近な相談相手として貢献していただける福祉活動に興昧がある方は、ぜひお問い合わせ下さい。
・如 、ます 民生委員・児童委員の主な要件 ・30歳以上75歳未満

~ 雲寡U℃しX〓 社会福祉活動に理解と熱意があL

．地域の実情を知つている方（またはこれカ、ら理解したい方）

お問い合わせ：町民生委員児童委員連合会 TEL(098) 889-3213 （事務局：赤嶺） 町こども諜 TEL(098)889・7028 J 

医療法人 正清会 理事長 久田 研 二

/' ' /' ＼／  、

介護老人保健施設うりずん 久 田 病 院 就労断続支援B型事業所

〒901-1301
精神科・心療内科 ・老年精神科 ライフサポート久田

i託認知行動療法を＇..（！絡 していま士一
与那原町字板良敷1281-1
TEL. 098-944-7000 

干901-1101南風原町T字大名275番地

FAX. 098-944-7003 
TEL. 098-889-3206 FAX. 098-889-5311 干900-0014

E-mail : urizun@eos.ocn.ne.jp 
URL : http://kuclahp.jp/ 到I＼岡市松尾2-15-27

＼ 

¥. E-mail : kucla-ph@tea.ocn.ne.jp TEL・ FAX. 098-867-7890 
ノ
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‘’奮闘の日々 ． 棚原真由美（字新川）

たくさんの子どもに固まれるのが夢た、った私。現在6人目を妊娠中で＼日々子ど
もとの闘いに毎日が追われています。

一人一人性格もちがうため、毎日がどう対応した

らよいのかと勉強中です。うーまくーの子供たち

だけど、心優しく育っていってくれて良かったと思っています。

まだまだたくさん子どもの成長におどろかされたり、悩んだり、泣い

たり、笑ったりと一緒に楽しく生活で、きたらと思っています。

時間のある時しか寝かしつけの絵本読みはできないけれど、絵本が

大好きな子供たちのために、これからもっと時間をつくって絵本、物語

を聞かせてあげたいと思います。

雇誌矧iW 斑:i?J~

病気の悩み、失業、生活苦、人間関係の悩み、い

じめなどで孤独と絶望に陥り、誰にも相談できず、
死んで、しまいたいと思うほど苦しい時に電話をか
けてくだ、さい。名前を言う必要はありません。秘密

は守られます。「沖縄いのちの電話jは、いつでも
あなたからの電話を待っています。

E:iLlllll姐毘位指畠

相談電話番号 TEL.(098) 888・4343

毎日午前10時～午後11時

※毎月10日は全国共通のフリーダイヤルで
相談を受け付けています。
直ヨ 0120・783・556（午前8時～～翌日午前8時）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

沖縄いのちの電話は、孤独の中にあって時には
精神的危機に直面し、助けと励ましを求めている

一人ひとりの声に相談員が 「電話Jを通して耳を傾
け、勇気を持って生きていけるようにする電話相

談のポランティア団体です。

所定の養成講座を受け

た方が、電話相談員として
登録され活動しています。

現在、 6月6日（木）開講の
相談員養成公開講座受講

生を募集しています。

［お問い合わせ］沖縄いのちの電話（事務局）
TEL. (098) 888-47 47 

‘一万三E子長子 でE，ー『←ー．. ・

~~：弘子必；訣久的・
・主催： 「イーちゃんの白い杖j自主上映会沖縄実行委員会

圃日時： 2019年6月8日（土）開場13:30 よ映14:00

（映画は108分です）

・場所：西原町さわふじ未来ホール

※介助が必要な方はボランティアスタッフが、対応しま

すのでご連絡ください。

・チケット販売・問い合わせ先：沖縄県視覚障害者福祉協会

TEし（098)863-2997 

・大人：800円（高校生以上）

・子ども： 500円（未就学児無料）

・南風原町のチケット取掘： 南風原町社会福祉協議会

TEし（098)889-321 3 

・上映会実行委員：儀閏（090-6858-0782)

〈内容〉
静岡の盲学校に通う少女イーちゃんと重度障がいの弟いぷき、
その家族の20年を追ったドキュメンタリ一映画で、す。
挫折や葛藤、恋をしながら成長していく主人公イーちゃんに元

気をもらえる映画。

沖縄で初めての上映会にぜひ、お越し下さいね！

圃よなみね歯科クリニック
εm3!D 
月・火・水・金

土

祝祭日

木

午前9:30～午後6:30

午前9:30～午後5:00

午前9:30～午後6:00

午前9:30～午後1:00

e翠翠B
一般歯科
小児歯科

a翠3日曜日

南風原町宮平59・21-1Tel(098)800・7005
印制／（有）サン印刷 〒901-1111 南風原町兼城577 TEL.098・889-3679


